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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・北病棟、リネン交換が８月３０日(水)となっています。

　・掛け布団、掛け布団カバーを本部側洗濯場へ出して下さい。

　・毛布を本部側洗濯場より持っていって下さい。

　・毛布カバーは南病棟洗濯場より持っていって下さい。

　・他のカバー類の交換は通常通りです。

・WIZの個人のスケジュール登録がされていない方がおります。自身の業務管理能力を高める為でもありますので確実に行うようにして下さい。

・水銀の血圧計が水銀の洩れがあり破損となりました。発注はかけています。破損した場合の処理の仕方は医療廃棄物となります。取り扱いには、充分注意するようにして下さい。

・本日、３階男子トイレの修理入ります。本日、終了予定となっています。

＜患者様連絡事項＞

・柳杭田　かつ子様～スニーカーが欲しいとの希望で、９月２日(土)14：00～15：00　サンデーへ買い物の為、スタッフ付き添いにて、外出予定となっています。

＜ＯＴ一週間の報告・検討＞

・駒木　学様～服薬調整中にて不調の訴え聞かれ、先週一週間欠席しています。作業

スタッフが作業終了後、訪室していますが、特に表情が硬いわけでは

ありません。臥床したままで話されておりますが、こちらの話しには

耳を傾ける事ができ、返答はできています。話しの中で、テレビで映画が

行われる事に対し｢あの映画は俺が見たから、テレビに入るんだ｣と妄想に

左右された発言聞かれております。現在、幻聴はなくなってきたが耳鳴り

が少しあると本人から聞かれております。主治医からも、今はあまり無理

をさせないようにとの指示ありますので、今後の対応も妄想様発言聞かれ

た際は、現実検討を促し、又、無理せず作業が行えるよう関わっていく事

としています。

・滝田　英人様～作業では現在、折り紙の作成を行って頂いています。自由画にすると妄想めいた奇妙な絵を書いたり、居眠りが見られる為、本人と話し折り紙と決めています。一つ一つ、本人のこだわりがあり時間がかかりますが、集中し、丁寧に行う事が出来ています。夜間の睡眠が不安定な為、その日、居眠りしている等の差はありますが、妄想の世界に入らないよう、現実検討出来るよう関わり、又、病棟スタッフも日中のプログラム等の参加状況の確認と、又、居眠りなど見られた際は声掛けを行うなどし、関わっていきましょう。

・島浦　三千男様～現在、漢字を行なっています。居眠りが多く見られており、作業スタッフが他の作業を勧めるも拒否されています。自発性はみられませんが、共同作業や、やらなければいけない時には、出来ている為、特に厳しくはしていません。高齢でもある為、本人のペースで行う事ができ、今の現状を維持していければと考えています。

五日市　規様～現在点描を行なっています。大きい作品を作るのにこだわっており、仕上

がりまでに６ヶ月～１年程と時間がかかっています。

共同作業は積極的に行う事は出来ています。作業スタッフが個別作業を１

ヶ月に一枚仕上がる作品はどうかと勧めておりますが、違う作品となると、

考え込まれてしまいます。今後、少しずつ本人と話し合い、何か目標を設

定して、違う作業をも行えるようにしていきたいと考えています。

＜週間予定＞

・８月２９日(火)　袴田　隆裕様　１４時　御家族様と主治医・ＰＳＷとの面談

・８月３０日(水)　第２回伝達講習｢障害者自立支援に関して｣　１７：３０～１８：３０

　　　　　　　　　メモリアルホールにて講師　清水G.O.M　で行われます。

・８月３１日(木)　皮膚科診察

　　　　　　　　　小坂Ｄｒ勉強会　(参加者：西山Ｎｓ・番地Ｃｗ)

・９月　１日(金)　歯科診察　予定者：小比類巻昇様、小阪君子様、伊藤雄一様

＜袴田　隆裕様の退院療養検討会に向けての話し合い＞

～服薬・本人の意向と治療意志の認識について～

　・自己服薬管理を行っていますが問題なく行えており、外泊訓練時も忘薬なく帰院でき

ています。疾病教室も終了しており、薬や治療意志に対して、ある程度理解はしてい

る様子です。

～家族の意向と受け入れ態勢について～

　・外泊時の薬の忘薬のない事、帰院時、服薬空包を提示出来ている事などから、充分に

協力が得られると思われます。

～日常生活レベルでの援助の必要性について～

　・現在、病棟日課には支障見られていません。

～社会生活上の問題について～

　・外泊時、まだ、大勢の場へ行くと動悸があったりすると聞かれています。病棟内での

生活はうまくできているものの、今後、退院し、生活範囲が拡大する中、不安を抱え

る場面が増えた時、病状の変化が予測されます。


































